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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和６年度第１回牧区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 〇地域協議会に係る制度等について（公開） 

 〇協議事項（公開） 

⑴ 会長及び副会長の選任 

・牧振興会理事の選任 

⑵ 地域協議会の運営について 

⑶ ４区合同研修会について 

〇報告事項（公開） 

  川上笑学館の利活用に関するサウンディング型市場調査の実施について 

３ 開催日時 

令和６年５月２１日（火）午後６時３０分から午後８時３０分まで 

４ 開催場所 

牧区総合事務所３階 ３０１会議室 

５ 傍聴人の数 

２人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：西山新平（会長）、清水薫（副会長）、飯田秀治、池田幸弘、井上光廣、河

野千夜子、梨本正昭、西條英夫、宮内尚幸、横尾哲郎、和久井敏夫 

・事務局：牧区総合事務所 小林所長、岩崎次長（総務・地域振興グループ長兼務）、

佐々木市民生活・福祉グループ長兼教育・文化グループ長、藤井地域振興

班長、霜越地域振興班主事（以下、グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容（要旨） 

【岩崎次長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の 
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出席を確認、会議の成立を報告 

 会長が選任されるまで議長を務めることについて、了承を得る。 

【小林所長】 

 ・挨拶（職員自己紹介） 

【委員】 

 ・自己紹介 

【岩崎次長】 

地域協議会に係る制度等について、事務局より説明する。 

【藤井班長】 

  別冊ファイルに基づき、地域協議会に係る制度について説明 

【岩崎次長】 

  今程説明のあった件について、質問や意見等はないか。 

（一同、意見等なし） 

【岩崎次長】 

協議事項に移る。まずは会長の選任をお願いする。自薦、他薦など意見があれば求め

る。 

【梨本委員】 

  初めてで決め方がよくわからないが、推薦でもよいか。 

【岩崎次長】 

  他薦は可能。 

【梨本委員】 

新人が 6 人入り、メンバーが若返ったので、新しい風を入れて牧の将来について取り

組んでいきたい。地域協議会の活動に対して具体的なプランを持っている人がいいと

思うので、清水委員を推薦する。 

【岩崎次長】 

  清水委員を推薦する声があったが、そのほかの意見はどうか。 

【清水委員】 

   協議会委員のほかにも、牧振興会などいろいろな役員をやっており、荷が重い。別の

方にお願いしたい。 
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【横尾委員】 

   会長は、今までのキャリアを考慮して、前期会長である西山委員にお願いしたい。副

会長についても今発言してよいか。 

【西山委員】 

副会長の決め方は、口頭での引継ぎのような形で、会長が指名する方法で行っていた。 

【岩崎次長】 

  まずは会長を決めていただき、その後に副会長の決め方を諮らせていただきたい。 

【池田委員】 

   今期は新任の委員が多くいる。前期に自分も新任で入った際には前期委員に引っ張っ

てもらったので、地域協議会を理解している前期からの委員の中からお願いしたいと

考えている。私は西山委員を推薦する。 

【岩崎次長】 

他に、まだ意見を述べていない方や推薦された方で意見はないか。 

（一同、意見無し） 

【岩崎次長】 

   ほかに意見等はないようなので、清水委員、西山委員のなかから、無記名の投票で決

定することでよいか。 

（一同、異議なし） 

【藤井班長】 

   全委員の氏名が書かれた投票用紙を配る。清水委員、西山委員のどちらかに丸をつけ、

提出してほしい。 

【佐々木Ｇ長】 

  記入し終わったら、ボックスで回収する。 

（投票が終わり、集計を行う） 

【岩崎次長】 

   今ほどの集計結果は、清水委員が 4 票、西山委員が 7 票だった。したがって、西山委

員が会長になるということでよいか。 

（一同、異議なし） 

【岩崎次長】 
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  会長は西山委員に決定する。 

  次に、副会長の選任をお願いする。先ほど西山委員の発言で、副会長は口頭による引

継ぎのような形で会長が選任していたとのことだが、他に意見はないか。 

【梨本委員】 

  指名された人が承諾すれば、それで決定となるということか。 

【岩崎次長】 

その通りである。ほかに意見等がなければ、会長が指名する方法でよいか。 

（一同、異議なし） 

【岩崎次長】 

  西山委員は、指名する方がいれば発言をお願いする。 

【西山会長】 

  前期からコンビのような形でやっていた、飯田委員を指名する。 

【飯田委員】 

  指名していただいたが、すでに 4年間務めたので、今回は辞退したい。 

【岩崎次長】 

  指名された飯田委員は辞退されるとのことだが、ほかに指名する人はいるか。 

【西山会長】 

  先ほど会長への推薦もあった、清水委員を指名する。 

【清水委員】 

  荷が重いが、引き受ける。 

【岩崎次長】 

  副会長は西山会長から指名のあった清水委員でよいか。 

（一同、異議なし） 

【岩崎次長】 

  副会長は、清水委員に決定する。 

   次に、牧振興会から理事選出の依頼があるため、この選任をお願いする。理事の任期

は 2年である。意見がある方は発言をお願いする。 

【飯田委員】 

  牧振興会の理事は、役職の有無にかかわらず、地域協議会と牧振興会の橋渡しとなっ
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てくれそうな人を委員全員の中から選びたい。 

【西山会長】 

   前回の理事選任は、報告期限が短かったので、私が引き受けさせてもらった。今回は

皆さんの意見を聞いたうえで決めたい。 

【岩崎次長】 

他に意見はあるか。 

【横尾委員】 

飯田委員の意見が、正副会長へのあて職でなくて、全員を候補として決めるというも

のなら、大賛成である。 

【池田委員】 

   飯田委員の意見には賛成であるが、例えば、私は現在振興会の部会員として活動して

いるが、部会員と理事は兼ねられるのか。 

【梨本委員】 

  牧振興会には制限する規定はないので、兼ねられるのではないか。 

【飯田委員】 

清水委員を推薦する。 

【岩崎次長】 

  飯田委員は清水委員を推薦したが、清水委員はどうか。 

【清水委員】 

  推薦いただけるのであれば、受ける。 

【岩崎次長】 

  ほかに意見等はあるか。 

（一同、意見なし） 

【岩崎次長】 

  理事は、清水委員でよいか。 

（一同、異議なし） 

  それでは、牧振興会の理事は清水委員とする。 

  一旦会議を中断し、休憩とする。 

（休憩） 
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（西山委員、清水委員は会長、副会長の席へ移動） 

【岩崎次長】 

  会議を再開する。 

はじめに、会長副会長から挨拶をお願いする。 

【西山会長】 

 ・挨拶 

【清水会長】 

・挨拶 

【岩崎次長】 

これ以降の議長は西山会長にお願いする。 

【西山会長】 

  議長を務めさせてもらう。皆さんのご協力をお願いする。 

協議事項⑵地域協議会の運営について、事務局より説明を求める 

【藤井班長】 

  資料ＮＯ．１～資料ＮＯ．５に基づき、地域協議会の運営に係る 11 項目を説明 

【西山会長】 

   事務局より、地域協議会の運営に係る 11 項目について説明があった。基本的には、今

までと同じでよいと考えるが、どうか。 

   「④議長（会長）はあらかじめ投票権を持つか否か」については、これまでは定めて

いなかったが、意見や質問等があればお願いする。 

  また、「⑧開催日時」についても、意見や要望等があればお願いする。 

【井上委員】 

   ④について、牧区地域協議会は全員で 12 人。議長の投票権がないとすると、有効票は

11 票になるという意味か。 

【藤井班長】 

 その通りである。 

【井上委員】 

  ④については、投票に参加する人が奇数か偶数かによって会長の持つ一票の重みが違

ってくるのではないか。出席者が議長を含めたときに奇数の場合、議長が投票権を持
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たないことで同数になる可能性があるが、出席者が議長を含めて偶数の場合、議長が

投票権を持たないことでどちらかに割れることになる。それであれば、議長はあらか

じめ投票権を持つことにすれば、議長の一票の重みは変わらないと思う。 

【横尾委員】 

  議長もあらかじめ投票権を持った方がいいということか。 

【井上委員】 

  その通りである。 

【横尾委員】 

これは今期から決定する事項なのか。 

【藤井班長】 

  条例上は議長があらかじめ投票権を持つか否かについては、規定がなく、必要に応じ

て各区の地域協議会で定めることとしている。 

【西山会長】 

④については、あらかじめ投票権を持つか持たないかということで、持つ方がいいと

思う人は挙手をお願いする。 

（5人が挙手） 

【西山会長】 

5 人の方から挙手があったため、投票権を持つことに決定する。 

【西山会長】 

続いて、⑧についてはどうか。意見や要望等があればお願いする。 

【小林所長】 

前期から変わらず、毎月第三火曜日の午後 6時 30 分からでよいか、変更するかについ

て、議論をお願いしたい。 

【西山会長】 

その月によって、定めた日から変更することが全くないわけではないが、ひとまず決

めておくということでどうか。 

（一同、異議なし） 

【西山会長】 

では、毎月第三火曜日とする。時間については、夏場（4月～10 月）は午後６時 30 分、
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冬場（11 月～3月）は 30 分早めた午後 6時からでどうか。 

【和久井委員】 

勤めていると、午後 6 時というのは難しい。冬場だからというのはわかるが、少し検

討してもらいたい。 

【宮内委員】 

私も同意見である。可能であれば、年間を通して午後 6時 30 分にしてもらいたい。 

【西山会長】 

やむを得ない場合を除いて、年間を通して午後 6時 30 分からでよいか。 

（一同、異議なし） 

ここで、事務局から次回の会議の開催について提案がある。説明をお願いする。 

【岩崎次長】 

今期は新しい委員が半数おり、次回の協議会からすぐに審議を行うよりも、前期の委

員が取り組んできた内容や課題整理に至る経緯等について、新しい委員から理解して

もらう機会を設けるのはどうか。委員の意見として必要ないということであればそれ

でよいが。 

【西山会長】 

今ほど事務局から説明があったが、意見や質問等があれば、お願いする。 

【梨本委員】 

新人の 6 人には、分からないことが多い。ある程度の知識を持って臨んだ方がよいと

考える。 

【小林所長】 

前期委員からは、課題を整理して、それに沿って実践に向けた協議を行っていただい

た。しかし、すべての項目において協議が終わったわけではなく、継続協議となって

いるものも多くある。継続協議の事項についてのこれまでの経緯を知ってもらうこと

で、また新たな課題が出てくることも考えられる。また。牧区内の深山荘や川上笑学

館などの施設関係もこれまで協議してきた内容を知っていただき、協議をより深めて

もらいたいと考える。そのため、第二回の地域協議会の前の 6月 11 日の火曜日に、「勉

強会」という形で開催してはどうかということ。 

【西山会長】 
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今ほど勉強会を開催する提案があったが、開催日は、6 月 11 日の火曜日ということで

よろしいか。 

（一同、異議なし） 

【西山会長】 

それでは、6月 11 日に開催することとする。事務局より案内文書が出される。 

【岩崎次長】 

今ほど 6月 11 日に勉強会を開催することで決定したが、第二回の地域協議会が先ほど

決定された第三火曜日とすると、二週連続の開催となってしまうため、第二回の開催

は一週空けた 6月 25 日の火曜日の開催でどうか。 

（一同、異議なし） 

【西山会長】 

それでは、第二回地域協議会を 6月 25 日火曜日に行うこととする。 

  続いて、協議事項⑶4区合同研修会について、事務局より説明をお願いする。 

【藤井班長】 

  資料ＮＯ．６、資料ＮＯ．７に基づき、4区地域協議会委員合同研修について説明 

【西山会長】 

今ほどの説明で、意見や質問等があればお願いする。 

【西條委員】 

秋ごろの開催とあるが、他の行事等が入ってくることが考えられるので、いつ頃まで

に日程を提示する等の考えはあるか。 

【小林所長】 

6 月中には皆さんにだいたいの日程、会場を提示できるようにしたい。内容は追々決め

ていく。このほかの行事として、夏ごろに総合事務所が地域に出向いて実施する地区

懇談会や、10 月のイタヤカエデの講演会にも、委員の皆さんにご協力いただきたい。 

【西山会長】 

4 区地域協議会委員合同研修については、以上とする。 

【西山会長】 

続いて、報告事項、川上笑学館の利活用に関するサウンディング型市場調査の実施に

ついて、事務局の説明をお願いする。 
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【小林所長】 

資料ＮＯ．８川上笑学館の今後の管理についての資料に基づき説明 

【西山会長】 

今ほど説明があったが、質問等があればお願いする。 

【井上委員】 

川上笑学館の建物は、「川上笑学館」と「川上会館」の二つあると思っているが、その

二つはそれぞれ独立したものという認識でよいか。 

【小林所長】 

その二つは独立しており、川上笑学館は現在休止しているが、川上会館は川上地区協

議会で管理をしているので、休止ではない。今回のサウンディングでは、川上会館の

情報も掲載したうえで行うことを予定している。 

【西山会長】 

他に質問等はないか。 

（一同、質問なし） 

【西山会長】 

以上で報告事項を終了とする。 

その他連絡事項について、事務局より説明をお願いする。 

【霜越主事】 

連絡事項について説明 

【西山会長】 

  本日予定していた案件はすべて終了した。清水副会長に閉会のあいさつをお願いする。 

【清水副会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

牧区総合事務所総務・地域振興グループ TEL：025-533-5141（内線 147） 

E-mail：maki-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 

mailto:maki-ku@city.joetsu.lg.jp

